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シ ェ イ マ ス ・ヒー ニ ー

ポ リフ オニ ー の 中 の 実 在

広 本 勝 也

序

 1998年6月23日 午 後3時 か ら， オ ックス フ ォー ド大学 ・大 学講堂 シ ェル

ドーニア ン ・シアターで，詩 人Seamus Heaneyの 講 演 「透 か し彫 り

『べ 一オウル フ』の現代語訳 につ いて」(“Fretwork：on translating Beowulf”)

が あ り，滞 英 中の筆 者 は幸運 に もこれを聞 くこ とがで きた。 この時彼 は59

歳 ，す で に1995年 ノーベ ル文 学賞 を受 賞 し，'97年 オ ックス フ ォー ド大 学

か ら文学博 士の学位 を授与 されて，知 的なオー ラ を漂 わせ てい た。 同時 に，

大地 に根 を下 ろす かの ご ときが っ しりした体格 で， いか に もア イル ラ ン ド

の農家 に育 った とい う土性骨 の ような ものが感 じられ た。

 この講演 で， まず ヒーニ ーは， タイ トル の “Fretwork” に，“My soul

frets in the shadow of his language.” とい う， ジ ェーム ズ ・ジ ョイスの こ

とばへ の引喩が含 まれて い ることを告 げた。 これ は 『べ 一オウル フ』 を現

代 英語 に訳 す時 に， 古英 語の影響 を受 けなが ら， 自分 の魂 が思 い悩 みつつ

こ とばを紡 ぎ出す過程 で，一種 の文様 が生 まれ，詩 が少 しずつ訳 出 されて

い くとい うこ とであろ うか。 「『べ一 オウル フ』の翻訳 を始 め るにあたって，

自分が この言語 に生 まれ， この言語が 自分 の なか に生 まれ たのだ， と自身

に言 い聞 かせ なけれ ばな らなか った。」 「『べ一オ ウル フ』の翻 訳 者 は， 古

英 語の詩行 の入 り組 んだ文様や形 態 を扱 い，強弱 の リズムや 頭韻 に よる定

型 を考慮 しな けれ ばな らない。」 「さ らに もう一つ の文様 は，現 代英語 の翻
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訳 者 が， 古英語 とい う言語 それ 自体 の重 さ と厚 み に直面 した と きに出 くわ

す ものであ る」 と彼 はい う。

 ヒ ーニーがOld Englishを 習 ったの は，ベル フ ァース トにあ るQueen's

Universityの 学 部 学生 だ った ときで， ス コ ッ トラ ン ド人 の先 生 か ら教 え

られ たそ うで あ る。 「わた しに とって，英語 の歴史や古英 語の詩 ・散 文の研

究 は， 自国語の保持 に自信 を持 つ上 で重要だ った。人 々は言語が，歴 史的

に蓄積 された貯 えで あるこ とを認識す ればす るほ どいいのだ」 とヒーニー

は言 って い る。「ソー ン」 とい うルー ン文字 を含 む，古 い英 語 の詩 と取 り

組む こ とで， 自国文化の根底 にある もの を探 ってみ たい， 土着の こ とば と

と もに 自分が生 きて いるこ とを確認 しなが ら，英 語 をさ らに豊か な もの に

してい きた い， とい う抱負 が彼 にはあ るようだ。

 と ころで ヒーニ ーに よれば， 「言語地 図 の或 る場 所 に，境 界線 の な い こ

とばの国」 が ある とい う。「そ こで精 神 は 自分 の言語 が， 単 に民 族性 の徽

章一 文化的 な卓越性 や お役 所的 な押 し付 けの問題 で はな く，未来 の言語

へ の侵 入 とな る よ うな領 域 への 逃 げ道，抜 け穴 を見 出 します。 わ た しは

『べ一オ ウル フ』 で も， こ う した抜 け穴の 一 つ につ い に出 くわ したの で

す。」 『べ一オ ウル フ』 の翻訳 に取 り掛 か って， ヒーニ ーは作品 を書 いた詩

人の声  言 語学 的 な意味 だ けで な く，メ ロデ ィを内な る耳で聞 き取 ろう

とす る。 この過程 で原作 者 の声の背 後 か ら聞 こ えて きたの は， 「広大 な畑

で玉 蜀黍 を一緒 に刈 り取 った こ ともあ る」親戚 の一 人の声 だ った。「荘 重

な古英 語の こ とば に匹敵 す るこの声 が聞 こえて こなか った ら，翻訳 に着手

す るこ とはで きなか ったで しょう。 スカ リオ ンとい う姓 の父 方の親戚 で，

地元 の親 しい 人ですが，彼 の声 がす ぐに聞 こえて きたの は幸 いで した。」

「よ し， これで いこ う」 とヒーニー は思 った との こ とであ る。(付 言 す ると，

後述 の詩 「ベ グ湖 の浜 辺」で は，「スカ リオ ン」 は普通 名詞 と して使 われ

て お り，「台所 での皿洗 い な どの下働 き」 をす るキ ッチ ン・ス タ ッフの意味

で あ る。)

 ヒーニー はイギ リス的 な文化 を反映 したこ とば とともに，生 まれ育 った
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アイルラン ドの環境に根差す ことばを用いて，作品を幅広い ものにしてい

る。彼の詩 を読んでみると，様々な音声が聞こえ.てくる。現代アイル ラン

ドの抱える諸問題に直面 しながら，多重な旋律を響かせている作品 を幾つ

か取 り上げて，そのなかに潜む中心的な ものが何であるかについて考 えて

みたい。

1

 まず ，詩 集 『あ るナチ ュラ リス トの死 』(Death of a Naturalist，1966)

の 巻 頭 に収 め られ た作 品 「掘 る」(“Digging”)を 読 んで み る こ とに しよ

う。 この詩 の情景 と して，最初 に，書斎 に いる現在 の詩 人，次 に子 ども部

屋 にい る過去の 自分 ，その後， 窓か ら見 える畑， そ こで ジャガ イモ を掘 っ

て いる父親 ， さ らに遠 い過去 の光景 として， アイル ラン ドの沼沢地帯 で，

泥炭土(“turf”)を 掘 り起 こ して いる祖 父， そ して再 び現 在 の詩人  な

どが描 き出 され てい る。 この作 品で は， どん な音 が聞 こえて くるだ ろ うか。

初め に内耳 に届 くのは， さ らさら紙 の上 を走 るかすか なペ ンの音で あ る。

そ してペ ンは，扱 い慣 れ た 「銃 」(“agun”)に た とえ られてい るの で， い

つ弾丸 が発射 され るや も知 れぬ射 撃 の音の連想 を伴 ってい る。

 次 に， 父親 が土 を掘 って， ジャガ イモ を取 り出す時の ざ らざ らした音，

“aclean rasping sound” が 聞 こ え る
。詩 に リズ ム が あ る よ うに，鋤 を

使 って身体 を動 かすその作業 に もリズムが ある。

 この詩 を少 しく引用 し， そ こに内在 す る思想 と感情 につ いて分析 す るこ

とに しよう。

Stooping in rhythm through potato drills

Where he was digging.

リ ズ ミ カ ル に 身 を か が め ， ジ ャ ガ イ モ 畑 の 畝 を 通 っ て い く

親 父 が 掘 る と き の 様 子
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と書 かれ てお り，詩 的営為 と農作 業が何 か を掘 り起 こ し，作 り出す行為 と

して関連づ けられ てい る。

 さ らに， トーナ ーの沼地 で祖 父が， 背筋 を伸 ば して ゴク ゴク牛乳 を飲 む

時の音(“He straightened up/To drink it”)，その あ と 「じめ じめ した

ピー トの ぐちゃ ぐちゃ，ぴ しゃぴ しゃ した もの」(“the squelch and slap/

Of soggy peat”)を 束 ねて い く音 な ど も聞 こえる。

 最 後 に， 焦点 は書 斎で詩 を書 く詩 人のペ ンに戻 る。

 ペ ンは冒頭 で銃 にた とえ られて いる ように，武器 の イメー ジを喚起 す る。

敵 を倒 した り， 人間や動物の血 を流 す恐 ろ しい武器 で あるが， この あ と畑

仕 事 の光景 が続 き， 「銃 」 との 関連性 が薄 いの で はないか， と思 え る。 し

か し，鋤 は “the bright edge”(光 る刃)を 持 ってい る。 また，“Nicking

and slicing neatly，”(き ちん と土 に刻 み 目をつ け，切 ってい く)と か “the

curt cuts of an edge/Through living roots”(生 きた根 を通 って きた， 鋤

の刃の そっけ ない切 り口)な どの箇所 に も武器 のイメー ジが確 か に持続 し

てお り，生 活 との闘い を象徴 して いる と も言 え る。 また 「鋤 はペ ンよ りも

強 し」 とい うアイル ラン ドの ことわざがあ る らしいが，農 民一揆 の時 には，

鋤 がペ ンよ りも強 力な戦 いの 手段 とな るこ とは疑 い得 ない。 だが，大 人の

ヒーニ ー にとって， 鋤で はな くペ ンが生計 を立 て るための道 具で あ り，社

会 と対峙 す る武器 と して も有効 なの であ る。

 しか し， この作 品で は，全体 的 にこ う した武器 の イメー ジは希薄 であ り，

鋤 もペ ンも収 穫や生 産 とい う肯 定的 な文脈 の なかで使われ てい る。 そ して，

ヒーニ ーの祖父が どろ どろ した大地 か ら泥 炭 を切 り取 って束ねて い くよう

に，詩 人は ぐちゃ ぐち ゃ した混 沌状態 の中か ら， こ とばに よって詩 的な イ

メー ジを切 り取 り， 人生の断 片 に明確 な形 態 を与 え，作 品 と して残 して い

く。従 って 焦 点 とな る の は， 「泥 炭」(“bog”)で あ り，“bog” は 祖 父 に

とっての労働 の場 であ るだ けでな く， ヒーニー に とっては ことば以前 の原

初的 なカオス を象徴 す る もの と して，精神 上の活動 の場 であ り，彼 の主 た

る “preoccupations”(関 心 事)の 一 つ で あ る。 子 供 時 代 の ヒーニ ー に
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とって祖父や父親 は，半ば英雄だった。一方，高等教育を受けて しまった

大人のヒーニーは，彼 らと違って野良仕事に携わることがで きない。親の

世代 との断絶はあるが， この作品のなかで，鋤 とペ ンという生産手段に共

通するものを見出 し，収穫のイメージによって親たちとの連続性 を確立 し

ている， といえよう。

II

 カ ト リック系 ナ シ ョナ リス トとプ ロテ スタ ン ト系ユ ニオニ ス トとの抗争

の なかで， ヒーニー はアイル ラ ン ドの政治 的現 実 を どの よ うに受 け止 めて

い る の だ ろ うか。詩 集 『北』(North，1975)に 収 め られ た 「連 合 法」

(“Act of Union”)は ，民族 の抱 える苦 しみ を反映 し， ここで も 「沼沢地 」

(“bogland”)が キー ワー ドに なって い る。 まず， タ イ トル は，仮 象 と し

て の平 和の なかに存続す る，相互対 立 と依存 の関係 に伴 う不協和 音 を集約

してい る。 アイル ラン ドで は，1798年 の 反乱 の結果，1800年 イ ング ラン ド

の議 会 で， 「連 合法」 とい う法 律 が制定 され た。 こ う して英 国 とア イル ラ

ン ドが合 体 し，新 しいイギ リス， つ ま り連合 王国(The United Kingdom

of the Great Britain and Ireland)が 生 まれたので あ る。

 さ て，作品 の初 めか ら4行 目まで，雨が勢 い を増 し， 沼が あふ れ出 よう

としてい る光景 があ る。荒 れ模様 の湿 地帯 の様 子だ が，単 に “topograph-

ical” な もの で はな く，妊娠 させ られ た女性 の身体 の イメー ジが あ る。地

誌的 で もあ り，性 的 で もあ るイメー ジが続 き，5行 目で，「お前 の背 中 は

東沿岸 の堅 い線 で あ り，緩 やか な丘 を越 えて， お前 の腕 と足 は投 げ出 され

て い る」 とい う，語 り手 の声 が聞 こ えて くる。 「お前 の」 と呼び掛 け るこ

の語 り手 は， 誰 だ ろ うか。 これ は ア イル ラ ン ド人 に とって，想 像 の 中 の

「父 親」 であ り，母 な るア イル ラ ン ドの大地 を侵 すイ ング ラ ン ドだ， とい

うこ とにな るだろ う。

Iam the tall kingdom over your shoulder



6

That you would neither cajole nor ignore.

Conquest is a lie. I grow older

Conceding your half-independent shore  ..

俺はお前の肩 に覆い被さる丈の高い王国

お前が甘言でだますことも，無視することもで きない相手なのだ。

征服 とは虚言だ。俺は歳 を取っていく，

お前の半ば独立 した状態を認めなが ら……

 イ ング ラン ドは 「連合法 」 とい う暴 力的 な手段で，有 無 を言 わせ ず， ア

イル ラ ン ドを妊娠 させ た，恐 ろ しい雷親 父 なのか もしれな い。 その結果，

ア イル ラン ドが受 けた激 しい傷 は， まだ癒 され ていな い。Neil Corcoran

が い うように， 「この詩 の結末 は絶 望 と疲 労で あ り， 『苦痛 』や 『再 び』 と

い うこ とばの押韻 が， アイル ラ ン ドの歴史 にお ける，終 わ りそ うもな い政

治的苦 難 を強調 して いる」ので あ る(“Its conclusion is hopeless and

exhausted， the rhyme of`pain'and`again'insisting on the apparent

endlessness of political suffering in Irish history.” The Poetry of

Seamus Heaney， p.78)。 この ような政 治 的状 況 を性 的な メタ フ ァーで描

出 し，“sensuous” な 表現 を可能 にす る ところ に ヒー ニーの真 骨頂 が 窺 わ

れ る。

III

 ヒー ニーの作 品 には，死 者への哀悼 を主題 とす る詩 が幾つ かあ る。例 え

ば 「中間休 み」(“Mid-Term Break”)に は，4歳 で亡 くな った弟 ク リス

トフ ァーの死へ の哀悼が あ る。 また，「死 産胎児へ の追悼歌 」(“Elegy for

aStill-born Child”)で は，期 待 に反 して 「失 われ た世 界」 につ いての心

の痛 み を歌 ってい る。 これ らの詩 は個 人的 な死 につ いての瞑想 だが，詩集

『野外観 察』(Field Wo rk，1979)に 収 め られ た1編 「ベ グ湖 の浜 辺」
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(“The Strand at Lough Beg”)は ，政 治 と無関係 で はあ り得 な い， 日常

生 活の なかの死 を扱 う もの として注 目に値 す る。

 この詩 は，ア イル ラ ン ドの 内紛 に巻 き込 まれ て殺 害 され た， 従兄弟 コラ

ム ・マ カー トニーの死 を悼 ん で書かれ た もので あ る。従 兄弟 はアーマ ー市

の大工 で，政 治 に関与 したこ とはなか った。 ダブ リンでサ ッカーの試合 を

見た後，家 に帰 る途 中の出来事 だ った。 ダ ンテ 「煉獄 編」 の引用後， ガ ソ

リンス タ ン ドとい う， 日常的 な現代 風景 が1行 目に出て くる。 コラム ・マ

カー トニ ーは，車 で野原か ら山道 に入 り， フ ユーズ山脈 を通 り抜 けてい く。

ア イル ラ ン ドの神話的 な人物 スウ ィーニ ーが，物 の怪 た ちに襲 われた所 に

差 し掛 かった ところで，彼 は覆面 した者 たち に 厂止 まれ」 と合 図 され る。

 第2連 は， フラシュバ ックの手法 で，事件 前の の どか な田園風 景 に戻 る。

生 前 のマ カー トニーが ふ だん親 しん で い た光 景 で あ る。 千寿 菊(“mari-

golds”)や イグサ(“bulrushes”)や 雌牛(“cow”)， そ して仲 間 た ち， さ

らに 「大 きな声の皿洗 い連 中」(“Big-voiced scullions”)や 家 畜番，牧童

た ちへ の言 及が あ り， これ らの植 物や動物 や人 々は，マ カー トニーの 日常

生 活の持続 を象徴す る存在 となって いる。

 第3連 で も， 日頃慣 れ親 しんだ牧歌的 な情 景が続 く。朝靄 のかか った牧

場 で，牛 が草 を食ん でいて，露 に濡れ た菅 の中 をマ カー トニ ー と詩人 は進

んで い く。 ベグ湖が研 ぎ澄 まされた刃 を持 つ鈍 い刀身の よ うに， 霞みの な

かで輝 いてい る  こ の光景 は， 想像の なかで組 み立 て られ た思 い出の な

かの一齣 であろ う。 とつぜ ん詩 人は， はっ と我 に帰 った ように凄惨 な場面，

恐 ろ しい現 実に直面 す る。従兄 弟は血 と泥 に まみれ て両膝 をついて死ん で

い るので あ る。

 詩 人 は死者 と ともにひ ざまず く。そ して 「低 く垂 れ こめ る雲 か ら取 った

霧 雨の ような柔 らか い苔」 で，従 兄弟 の身体 をふ いて， 「新緑 の葉 を伸 ば

して いるイグサで肩衣」 を編 んでや る。

 この詩 を読 んで気付 くの は，古 典的 なエ レジー の響 きで ある。 自然 も哀

悼 の儀式 に参 加 して， 悲 しみ を詩 人 と共有 して いる ようで あ り， ベグ湖が
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明 る い光 を反射 す るので はな く，憂鬱 な 「鈍 い光 」 を放 ってお り， 「刀身」

にた とえ られ てい るの は無気味 で ある。牛 たちは霧 の 中で無 心 に草 を食ん

で いるが，菅 は涙 の ような 「露 に濡れ て」悲 しげに き しむ音 を立 ててい る。

この あた りは，17世 紀の詩 人 ジ ョン ・ミル トンの哀 悼歌 『リシダス』 を反

響 させ てい るの か もしれ ない。

And when they list， their lean and flashy songs

Grate on their scrannel Pipes of wretched straw，

The hungry Sheep look up， and are not fed，

But swoln with wind， and the rank mist they draw，

Rot inwardly， and foul contagion spread

そして， くだらないへぽ詩人たちは，

気が向けば，つまらぬ退屈な歌を

惨めな藁の哀れな葦笛にきしらせ る。

飢 えた羊は顔 を向けるが，餌は与 えられず，

悪いガスと，吸い込む饐 えた霧で膨満 し，

内部から腐っていき，悪疫 を撒 き散 らす。 (」しニソcidas， 123-27)

 『リシダス』 の弔問 客の一 人ペ テ ロは， この ように イ ング ラ ン ド国教 会

内部 の腐 敗 を告 発 して いる。が， ヒーニー は， 「鞭 を鳴 らす」(“crack the

whip”)こ と も 「い ま を楽 しむ」(“seize the day”)こ と もで きな い と

言 って，戦 いへ のため らい を表現 してい る。 そ してア イル ラン ドの軍事的

紛糾 を批判 す るので はな く，控 えめ に疑 問 を投 げ掛 けて い る。 「なぜ従 兄

弟が犠牲 になったのか， なぜ 平和 な 日常生 活が， とつぜ ん断 ち切 られな け

れ ばな らな いのか」 と。 『リシダス』 に見 られ る激 しい糾 弾 はな いが，神

の意志 はどこに存 在す るのか，正義 に基づ く裁 きはあ るのか， とい う問 い

を潜 ませ ている ことが読 み取 れ る。
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 ミル トンは亡 くな った リシダス(学 友エ ドワー ド・キ ング)

守 護神 」(“the Genius of the shore”)に 神格化 し， キ リス ト教的 な慰め を

見 出 しつつ， 「さわや かな森，新 しい牧場 」(“fresh Woods， and Pastures

new， ”193)に 向 か う。 ヒーニー も想像 の なかで 「み ど りの肩衣 」 を編 ん

で， 明 日の社会一 アイル ラン ド民 族主義の再生 を象徴 させ ，作 品 を慰め

と希望 の結末へ と導 いてい く。

   9

を 「浜辺の

IV

 伝 統 的 なエ レジーの特徴 は，価値 あ る もの が失われ た ことにつ いての瞑

想だが， はた して死 者 を弔 う行為 として， これが現代で も有 効だ， とい え

るだ ろ うか。詩集 『巡礼 の島』(Station Island，1984)に 収 め られた作品

“Station lsland” の`Part VIII'で は
， ヒーニ ーは この ような問 いに付 きま

とわれて いる。 亡 くな った従 兄弟 コラム ・マ カー トニー との対決 を迫 られ，

亡霊 であ る彼 か ら苦言 を呈 され る破 目になるのだ。

 こ の詩 の 背 景 は， ドニ・ゴール州Lough Derg(ダ ー グ湖)の 中央 部 ス

テー シ ョン島 に ある修道 院 の跡地 で あ る。詩 人 は聖 ブ リジッ ドの墓 所 に

や って来 て，Irish Catholicの 多 くの巡 礼者 た ち と一緒 に い るのだ が，夢

現の なかで亡霊 た ちに出会 う。32歳 の若 さで亡 くな った友人の考古学 者 ト

ム ・ドレーニ ーの亡霊が消 えた後，泥 にまみれ，血 を流 して青 い顔 を した

マ カー トニーが現 れ る。従 兄弟 はこ う愚痴 っぼ く語 り掛 け る。

 「日曜 日，ぼ くが殺 され て， フユーズ 山脈 か らベ ラ ヒー に運 ば れて い る

間， きみ は詩人 たち と共 にいて， こ とば をひね り出 していたんだ。」

`Y
ou were there with poets when you got the word

and stayed there with them， while your own flesh and blood

was carted to Bellaghy from the Fews.'

そ して 「作 品化 され た もの は事実 では ない」(`You saw that， and you
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wrote that-not the fact.')と 言 う。 「ぼ くが直接的 に咎 め るの は，ぼ く

の頭 を撃 ちぬい たプ ロテス タン トだが， 間接 的 には， この修道 院 にや って

きて贖罪 を求 めて い るら しい きみ を非難 して いるんだ よ。 きみが醜悪 な も

の を隠蔽 し， 『煉 獄 篇』 の きれ いなブ ライ ン ドを下 ろ したこ とや， ぼ くの

死 を朝露 とい う人口甘 味料で味付 け したや り方 に対 して。」

`The Protestant who shot me through the head

Iaccuse directly， but indirectly， you

who now atone perhaps upon this bed

for the way you whitewashed ugliness and drew

the lovely blinds of the Purgatorio

and saccharined my death with morning dew.'

 ヒー ニー に対 す る亡霊 の不 満 は， ミル トンの 『リシ ダス』 につ いて の

Dr. Johnsonの 批 判 を想 い起 こ させ る。 「『リシダス』 は虚構 で あ り，真 実

の悲 しみ ではな い」(“Where there is leisure for fiction， there is little

grief.”)と ， ジ ョンソ ン博士 は 『英 国詩 人 列 伝』(Lives of the English

Poets，1779-81)の な かで， ミル トンのエ レジー に対 して否 定的 な評 価 を

したので あ る。

 ヒーニ ーの心 の 中では，死者 たちや， い ま眼前 に存在 しない他者 との絶

え ざる対話 があ る。 その内 なる糾 弾 ・弁 明のなかで， 問題 にな るの は，詩

を書 くとい う行為 に関す る疑問 であ る。特 に， この作 品で はエ レジー とい

う文学行為 が，妥 当であ るか どうかが取 り上 げ られ てお り，読者 もマ カー

トニー に よる罪状 告発 を突 きつ け られて い る。 「ベグ湖の浜 辺」の読者 が，

その作品 を読 んで感動 した とす れば，作者 と同 じ罪 を犯 して い るこ とにな

るのだ。 「巡礼 の 島」 のマ カー トニーの批判 は，現 実 を容 認 しな が ら， 自

分 は罪 を免 れて いる と思 って いる読 者  ボ ー ドレールの こ とば を借 りれ

ば，「偽 善 的 な読者」(“Hypocrite lecteur”)  の 責 任 を問 う もの で あ
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ろ う。換言 すれば， ヒーニーのペ ンは，想像 裡のマ カー トニ ー とい う亡霊

の 存在 を通 じて，わ た した ち に向 け られ た虚 偽意 識 を標 的 とす る 「銃」

(“gun”)に なってい るので あ る。

結 語

 以 上 ， ヒーニーの作品 数編 を読 んで， その特徴 につ いて考 えてみた。彼

は2年 余 り前 のオ ックス フ ォー ドの講 演 で， 次の ように話 した。 「今 日の

作家 たち は，地 方語や 自国語 を英語 の多声化 のため にふんだん に用 い る よ

うになった」(“Many writers celebrate the use of their loca1， native

languages as a polyphony of English.”)， そ して 『べ 一オ ウル フ』 な どの

Anglo・Saxon Literatureは ， 多次元 の文 化 に歴 史 的 な基礎 を与 えて くれ

る」の だ， と。 ヒーニー はこ う して言語 を豊富化 し，作 品に歴 史的 な深 み

を与 えなが ら，絶 えず 自己検証 を続 けてい る。心 に響 いて くる もの を 「政

治的，文化 的 な綱領 のため に抹 殺す るのは，文学者 としての聴 覚的 な想像

力へ の違 反 となる」(The Redress of Poetry， p.8)。 こ の ような考 えの も

とに，彼 は政 治的 な思想や主 義 に とらわれ るこ とな く，詩 の 自律的 な法 則

に従 い，現 実 の引力 に抵抗 して，外部世 界の不均衡 を是正 しよう と試み る。

ポ リフ ォニ ックなその芸術 の中 に実在 して いるのは，文学 の価値 を信 じる

ヒーニ ーの真摯 な熱情 で あ り， これが彼 の力強 い詩 行 を湧 出 させ る， 言語

的 なエ ネル ギーの源 泉 になって いる， と言 うこ とがで きる。

*本 稿 は，平成12年11月11日 ，同志社女子大学 ・今出川 キャンパス頌美館で開

催 された日本現代英米詩学会 ・第13回 大会での研究発表 に基づいています。ご

質問 ・ご意見 をいただいた先生方か ら学ぶ ところ多かったことを記 し，感謝申

し上げます。
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附 録

シ ェイマ ス ・ヒーニ ー 年 譜
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1957-61

1961-62

1963-66

1965

1966

1966-72

1970-71

1972

1975-81

1976

1979

1982

1988

1995

1997

2000

4月13日 ， 北 アイル ラ ン ド， デ リー州 の農場 モス ボー ンに，父

バ トリックと母マ ーガ レ ッ トの長男 として 出生。
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Synopsis

 Seamus Heaney : 

The Reality in Polyphony

Katusya Hiromoto

 Seamus Heaney makes extensive use of language from Anglo-Saxon 

literature to his indigenous Irish culture so that his poems can be made 

into the art of polyphonic resonance. In this article I would like to 

explore the characteristics and core ideas of his poetry. 

 Concerning the poem titled "Digging," which seems to be the mani-

festo of his literary career, people may consider that the word "gun" 

isn't well connected to the imagery of the rest of the poem, which 

describes the work on the potato field and the bogland. Yet, in fact, his 

father uses a tool which he refers to as "the bright edge" and his 

grandfather is seen "nicking and slicing" with "the curt cuts of an 

edge,/Through living roots." Giving a unifying imagery to the poem, 

these tools are symbolic of the weapons they wield for livelihood, and 

in the eyes of Heaney as a small boy his father and grandfather were 

identified as semi-heroes. Using the "pen" as his means to make a living 

and to articulate in society, the grown-up poet lives his life in different 

circumstances from those familiar to his ancestors. Although using 

different implements, the poet hopes to achieve something heroic by 

digging the field of literature in order that he may live up to the models,
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i.e. his father and grandfather whom he used to find heroic in his early 

days. 

 As in this work, the word "bogland" presents us with a key to 

understand another poem called "Act of Union." The poet gives us a 

picture of Ireland's situation after the law (Act of Union) was 

introduced in 1800 by England. Not only topographically but politically 

he depicts the stormy landscape, which gives us an insight into the 

agony of the Irish people. We can note that his use of language is 

sensuous, in portraying the political predicament of his home country in 

a kind of sexual metaphor. 

 In connection with politics the elegy "The Strand at Lough Beg" 

claims our particular attention in the way it deals with death in daily 

life involving the political conflicts. Like Milton's Lycidas this poem 

asks a question about God's will and justice, and finally leads to the 

rebirth of hope and life. However, in `Part VIII' of "Station Island" in 

Station Island his late cousin Colum McCartney's ghost calls in question 

the value of the conventional elegy, accusing the poet for the way he 

composed "The Strand at Lough Beg." It reminds us of the comments 

about Milton's Lycidas by Dr. Johnson, who blamed him for creating 

fiction and lacking in grief. 

 Considering the above, one can see that Heaney debates within 

himself and combines the vernacular with the English language. In this 

way he attempts to redress the imbalance of the actual world, which 

culminates in the polyphonic use of the language and reveals reality in 

accordance with "auditory imagination."


